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令和元年教育委員会 第７回定例会 

 

１ 日  時  令和元年７月２５日（木） １３時３０分開会 １７時５７分閉会 

（休憩 １５時４４分～１５時５０分） 

 

２ 場  所  教育委員会庁舎３階 第１会議室 

 

３ 出席委員  教育長              林   秀 樹 

教育委員             笹 谷 純 代 

教育委員             小 澤 倭文夫 

教育委員             荒 田 純 司 

教育委員             常 見 幸 司 

 

４ 欠席委員  なし 

 

５ 出席職員  教育部長             森   貴 仁 

教育部次長            須 藤 慶 子 

教育部市立学校適正配置担当次長  松 井 宏 幸 

学校教育支援室長         中 島 正 人 

学校教育支援室主幹（生徒指導・特別支援担当） 大 山 倫 生 

学校教育支援室主幹（教育課程・研修担当） 谷 口   剛 

学校教育支援室主幹（学務担当）  吉 田 健 一 

学校教育支援室主幹（市立学校適正配置担当） 佐々木 雅 一 

教育総務課長           成 田 和 陽 

施設管理課長           伊 藤 雅 浩 

学校給食センター副所長      作 田 敏 春 

生涯学習課長           山 澤 亮 司 

生涯スポーツ課長         丸 田 健太郎 

図書館副館長           石 塚 則 子 

総合博物館主幹          大 鐘 卓 哉        

美術館副館長           小 林 由美子 

教育総務課総務係長        安 藤 英 明 

教育総務課総務係         会 沢 秀 紀 

教科用図書調査委員長、同委員会社会科 

(社会・地図)小委員長(長橋小学校長)      木 村 俊 夫 

教科用図書調査委員会国語科（国語・書写）小委員長(豊倉小学校長)  古 田 優 子  

        教科用図書調査委員会算数科小委員長（朝里小学校長） 遠 藤 隆 典 

        教科用図書調査委員会理科小委員長（塩谷小学校長） 堀   智 行 

        教科用図書調査委員会生活科小委員長（潮見台小学校長） 若 林   晋 

校長２名の書き及び記載

順がわかりません。 
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        教科用図書調査委員会音楽科小委員長（張碓小学校長） 加 藤 達 子 

        教科用図書調査委員会図画工作科小委員長（幸小学校長） 岡 田 貴 幸 

        教科用図書調査委員会家庭科小委員（張碓小学校教頭） 阿 部 純 也 

        教科用図書調査委員会体育科（保健）小委員長（桜小学校長） 銭 谷 美 毅 

        教科用図書調査委員会外国語科小委員長（銭函小学校長） 藤 崎   淳 

        教科用図書調査委員会特別の教科 道徳小委員長（稲穂小学校長） 大 坂   充 

                教科用図書調査委員会特別支援教育小委員長（望洋台小学校長） 打 矢 和 美 

  

６ 傍 聴 人  なし 

 

７ 議  題 

 

  協議第１号 令和元年度教育委員会の事務の点検及び評価報告書案について 

協議第２号 令和元年度教育費補正予算案について 

協議第３号 平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査結果の公表について 

報告第１号 小中学校の学校再編について 

報告第２号 平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査結果について 

報告第３号 令和２年度使用小樽市小学校用教科用図書の答申について 

その他   ・市議会第２回定例会について  

 ・寄附採納について 

   

８ 議  事 

 

林教育長  ただ今から、教育委員会第７回定例会を開会いたします。 

本日の会議の議事録署名委員に、常見幸司委員を御指名させていただきます。 

はじめにお諮りいたします。協議第２号「令和元年度教育費補正予算案について」は会議

規則第１３条第１項第３号により、協議第３号「平成３１年度（令和元年度）全国学力・学

習状況調査結果の公表について」、報告第２号「平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習

状況調査結果について」及び、報告第３号「令和２年度使用小樽市小学校用教科用図書の答

申について」は同項第５号により、それぞれ非公開とし、議事録については結果のみ記載す

ることとし、最後に審議していただきたいと思いますが、それでよろしいでしょうか。 

 

各委員   （異議なし） 

 

林教育長  それでは、そのように進めさせていただきます。 

それでは、協議第１号 令和元年度教育委員会の事務の点検及び評価報告書案について、

説明をお願いいたします。 
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協議第１号 令和元年度教育委員会の事務の点検及び評価報告書案について 

 

教育総務課長  協議第１号 令和元年度教育委員会の事務の点検及び評価報告書案につきまして、御

説明いたします。 

教育委員会には、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行

い、学識経験者の意見を伺って、その結果を議会に提出するとともに公表することが、平成

２０年度から義務付けられており、本年度は、平成３０年度の事務につきまして、案を作成

いたしました。報告書案につきましてはお手元の資料のとおりですが、記載内容が相当多く

なっておりますので、本日は全体の構成についてのみ、簡単に御説明申し上げます。 

表紙をめくっていただきまして目次を御覧ください。「はじめに」のあと、２ページから８

ページまでは「点検及び評価の対象」について説明しております。合わせて「教育委員会の

活動状況」「総合教育会議の開催状況」について掲載しております。 

９ページから３３ページまでが、「事務の管理及び執行の状況の点検及び評価」を１２項目

に分類して記載しております。これにつきましては、昨年度まで１３項目ありましたが、「【13】

学校再編の推進」を「【11】教育環境の整備・充実」にまとめ、１項目減らしております。 

次に、３４ページになりますが、後日いただく予定の「学識経験者の方からの御意見」と、

最後に参考法令等を昨年と同様に掲載したいと考えております。 

参考としまして、平成２９年度の事務に関して、学識経験者からいただいた御意見を受け、

３０年度にそれぞれどのように取り組んだのかを一覧にして添付しております。 

本日御協議いただいた上で修正を行いまして、学識経験者の御意見を加えた形で、改めて

議案として最終的に御審議いただきたいと考えております。また、９月に開会予定の市議会

第３回定例会に合わせて議会に提出するとともに、ホームページへの公表も予定しておりま

す。なお、御意見をいただく学識経験者につきましては、今年度も、昨年度に引き続き小樽

商科大学の先生と市Ｐ連の会長にお願いしたいと考えております。 

本日は、各担当職員が出席しておりますので、忌憚のない御意見・御質問をいただければ

と考えております。 

以上、御協議のほどよろしくお願いいたします。 

  

林教育長  それでは、ただ今の説明に関しまして、いろいろボリュームのある資料でございますけれ

ども、何か御質問・御意見等ございましたらお願いいたします。 

 

笹谷委員  「【６】生涯学習の学習機会の提供と社会への活用促進」の部分なのですけれども、２０ペ

ージの「主な取組と成果」の中段からちょっと下辺りの所に、家庭教育支援の参加者が「延

１，７５０名」という記載があるのですが、右側２１ページのほうでは「延」の文字が消え

ているのですけれども、どちらが正しいのでしょうか。 

 

林教育長  ２０ページの部分ですね。「主な取組と成果」２（１）の最後の③の所と２１ページの（「取

組の状況」の表の）家庭教育支援事業との関係について。 
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生涯学習課長  こちらは「延」が正しいということになります。 

 

林教育長  そうすると、表のほうが誤りであるということ。 

 

生涯学習課長  そうです。表のほうを訂正いたします。 

 

林教育長  笹谷委員、よろしいですか。 

 

笹谷委員  はい。あと、ちょっと、感想めいたことになってしまうのですけれども、確かにたくさん

んの講座をしていただいているのは数字でわかるのですけれども、数ではなく、家庭教育の

課題のどういった部分に対してどういう事業が行われたのか、そういう記載があってもいい

のではないかなというふうに思いました。この前の「【５】信頼に応える学校づくり」のほう

では、今日的な課題を踏まえて研修会を開催している、という記載があるのですけれども、

家庭教育のほうでも小樽市の生活習慣は本当に大きな課題でありますので、こういった課題

についてのこういう事業を行いました、というような記載があってもいいのではないかなと

いうふうに思いました。以上です。 

 

林教育長  はい。その点、課長のほうで何かあれば。 

 

生涯学習課長  具体的な課題などを事例で挙げながら、書き直すように考えたいと思います。 

 

林教育長  よろしいでしょうか。 

 

笹谷委員  はい。 

 

林教育長  ほかにございませんか。よろしいでしょうか。 

 

各委員   （なし） 

 

林教育長  これだけのボリュームなので、もし何かお気づきの点がございましたら、後ほどでも結構

ですので、御連絡いただければというふうに思います。それでは、本件を終了いたします。 

続きまして、報告第１号 小中学校の学校再編について、説明をお願いいたします。 

 

報告第１号 小中学校の学校再編について 

 

学校教育支援室主幹（市立学校適正配置担当）  報告第１号 小中学校の学校再編について御説明い

たします。報告第１号を御覧ください。統合協議会関係です。 

朝里小学校・豊倉小学校統合協議会につきましては、令和２年４月の統合に向け、６月２

７日に第１回協議会を開催いたしました。 
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協議の概要ですが、まず、統合協議会設置要綱を決定した後、会長には朝里小学校の遠藤

校長が、副会長には豊倉小学校の古田校長が選出されております。また、協議の進め方につ

いては、正副会長が協議事項の原案や考え方をまとめ、協議会に諮り進めていくことを基本

とすることとし、課題によっては、統合協議会の中で各委員から提案を受け、全体で協議を

行うこと、児童交流については、朝里小学校と豊倉小学校で実施内容を協議の上、可能なも

のから進め、その結果を統合協議会に報告すること、通学の安全確保については、教職員や

保護者、教育委員会等で新たな通学路の点検を行い、その結果を統合協議会に報告すること

としております。 

次に資料１を御覧ください。協議会の委員名簿です。委員には、両校の教職員、保護者の

ほか校区内の町内会の代表の方に参画いただき、本協議会の委員は１３名となっております。 

次に資料２を御覧ください。協議会の設置要綱です。第１条では設置目的を、第２条では

協議項目を８項目で整理するなど、これまで設置した他の統合協議会を参考に作成し、記載

のとおりとなっております。 

また、資料３として、統合協議会ニュース第１号を添付しております。 

資料として添付した委員名簿や設置要綱、統合協議会ニュースにつきましては、小樽市の

ホームページにも掲載しております。 

次回、第２回統合協議会につきましては、８月２７日に開催する予定となっております。 

報告は以上です。 

  

林教育長  ただ今の説明に関しまして、御意見・御質問等ございましたらお願いいたします。 

      ございませんか。よろしいですか。 

 

各委員   （なし） 

 

林教育長  それでは、本件を終了させていただきます。 

それでは、その他の報告に入りますが、まず、市議会第２回定例会について、説明をお願

いいたします。 

 

その他 市議会第２回定例会について 

 

教育部長  小樽市議会第２回定例会につきまして御報告いたします。 

まず、お手元の資料の表紙をめくっていただき目次を御覧ください。 

令和元年第２回定例会は、６月１３日に本会議が開催され、市長から議案の提案説明があ

りました。その後、６月１７日から６月１９日にかけて代表質問及び一般質問が行われ、ま

た、６月２０日から６月２４日にかけて予算特別委員会、６月２５日に総務常任委員会が開

催され、７月１日の本会議をもって終了いたしました。なお、本定例会より学校適正配置等

調査特別委員会は廃止となっております。 

以下、教育委員会に関係する質疑の概要について報告いたします。 

まず、代表質問につきましては、１ページ、立憲・市民連合の佐々木委員から、「中学校の
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部活動について」ということで、複数合同チームや部活動指導員の配置、さらに部活動の個

人負担軽減に関して御質問がありました。この中で、議員より「公的な支援を含めて対応を

求める」との御質問があり、教育長より「実態を把握していないので、調査してまいりたい」

と答弁しております。 

次に４ページ、共産党の高野議員から、「議案について」ということで、不登校児童生徒支

援事業や松ヶ枝中学校の移転等に関して御質問がありました。 

次に５ページ、公明党の秋元議員から、「ひきこもりについて」ということで、小・中学校

の不登校の現状などに関して御質問がありました。この中で、議員より「不登校の児童・生

徒が進級する際に個々の状況をどのように引き継がれるのか」との御質問があり、教育長よ

り「具体的な支援方策などを記録したシートを校内で共有し、次の学年に詳細に引き継ぐ」

と答弁をいたしました。 

次に、一般質問につきましては、８ページ、共産党の丸山議員から、「学校統廃合について」

ということで、バス通学助成の緩和に関して、９ページ、「小学校の運動会について」という

ことで、昼までの開催に関してそれぞれ御質問がございました。 

次に１３ページ、自民党の須貝議員から、「学力向上に関して」ということで、英語やプロ

グラミング授業に関して、「学校施設に関して」ということで、トイレの改修に関して御質問

がありました。この中で、議員より「トイレの改修を前倒しすべき」との御質問があり、教

育長より「令和２年度に策定する学校施設の長寿命化計画と関連することから、トイレ改修

計画についても整備方針を検討してまいります」と答弁しております。 

次に１４ページ、公明党の高橋克幸議員から、「公共施設問題について」ということで、今

後の耐震化の予定に関して、「学校トイレについて」ということで、トイレの整備の今後のス

ケジュールに関して御質問がありました。 

詳細は１ページから１６ページに記載のとおりとなっております。 

次に各委員会の質疑についてですが、まず、１７ページからの予算特別委員会では、５名

の委員から御質問がございました。 

最初に１７ページ、自民党の須貝委員からは、「学校教育について」、「不登校児のフリース

クールについて」、「中学校の英語レベルについて」、「学校トイレの洋式化について」、次に１

８ページ、公明党の秋元委員からは、「ひきこもりについて」、次に２２ページ、共産党の川

畑委員から、「運河ロードレースについて」、次に２５ページ、共産党の丸山委員からは、「就

学援助について」、「コミュニティスクールについて」、次に２７ページ、自民党の須貝委員か

らは、「からまつ公園テニスコートについて」、それぞれ質問が、教育委員会にございました。 

以上の詳細は１７ページから２８ページに記載のとおりとなっております。 

次に、２９ページからの総務常任委員会では、教育委員会から「統合についてのアンケー

ト調査結果について」、「議案第１２号 工事請負契約について」を報告し、質疑では５名の委

員から質問がありました。 

最初に２９ページ、自民党の松岩委員からは、「中学校英語教育について」、次に３１ペー

ジ、立憲・市民連合の佐々木委員からは、「学校施設長寿命化計画について」、「子どもの読書

活動推進計画について」、「小樽市いじめ防止基本方針について」、次に３５ページ、共産党の

酒井隆裕委員からは、「プールについて」、「学校統廃合について」、次に３６ページ、公明党
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の松田委員からは、「学級編成について」「いじめ防止について」、次に３８ページ、無所属の

中村岩雄委員からは、「学校の耐震化について」、それぞれ質問が教育委員会にございました。 

以上の詳細は２９ページから３８ページに記載のとおりとなっております。 

報告は以上でございます。 

 

林教育長  ただ今の報告に関しまして、何か御質問等ございましたらお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

 

各委員   （なし） 

 

林教育長  それでは、本件を終了させていただきます。 

続きまして、寄附採納について説明をお願いします。 

 

その他 寄附採納について 

 

教育総務課長  寄付が３件ございましたので、御報告いたします。 

１件目は、匿名の方から、生涯学習プラザのキッズスペースを利用する子どもたちのため

に、幼児用木製玩具３個と絵本セット２０冊、４４，８２０円相当を御寄贈いただきました。

なお、この方からは昨年も同様に木製玩具等の御寄附をいただいております。 

２件目は、同じく匿名の方から、生涯学習課や博物館で開催する子ども向け講座などで活

用してほしいと、火起こしセット６セット、３４，０００円相当を御寄贈いただきました。 

３件目は、北海道コカ・コーラボトリング株式会社様から、市立図書館に対し図書２６冊、

４１，６００円相当を御寄贈いただきました。図書館の正面玄関に設置している同社の自動

販売機の３０年度の売上げから、１本に付き１０円分の図書をいただいたものでありますが、

平成２３年度から毎年いただいておりまして今回で９回目、総額は３８万１，５２０円とな

っております。 

報告は以上でございます。 

 

林教育長  本件について、何か御質問等ございましたらお願いいたします。 

よろしいですか。 

 

各委員   （なし） 

 

林教育長  それでは、本件を終了いたします。 

それでは、ただ今から非公開の審議に入りますので、報道関係者及び傍聴者の皆様には御

退席をお願いいたします。 

   

＜非公開の審議開始＞ 
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協議第２号 令和元年度教育費補正予算について 

 

教育総務課長から、令和元年度教育費補正予算について説明し、全委員による協議が行わ

れた。 

 

報告第２号 平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査結果について 

 

学校教育支援室主幹（教育課程・研修担当）から、平成３１年度（令和元年度）全国学力・

学習状況調査結果について説明し、笹谷委員から質問が、林教育長、笹谷委員、小澤委員か

ら意見があったほか、全委員が了承した。 

 

協議第３号 平成３１年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査結果の公表について 

 

学校教育支援室主幹（教育課程・研修担当）から、平成３１年度（令和元年度）全国学力・

学習状況調査結果の公表について説明し、荒田委員、林教育長から質問が、小澤委員から意

見があったほか、全委員による協議が行われた。 

 

報告第３号 令和２年度使用小樽市小学校用教科用図書の答申について 

 

学校教育支援室主幹（生徒指導・特別支援担当）、教科用図書調査委員会委員長、同委員

会国語科（国語・書写）小委員長、社会科（社会・地図）小委員長、算数科小委員長、理科

小委員長、生活科小委員長、音楽科小委員長、図画工作科小委員長、体育科（保健）小委員

長、外国語科小委員長、特別の教科 道徳小委員長及び特別支援教育小委員長から、令和２

年度使用小樽市小学校用教科用図書の答申について説明し、全委員が了承した。 

 

＜非公開の審議終了＞ 

 

林教育長  以上をもちまして、教育委員会第７回定例会を終了いたします。 


